
（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

30,580

千円

千円

8,752 千円

都市農村交流事業

観光商工課・観光交流係

事務区分

千円

千円

2.6 人

人

　都市と農村の交流を通じて、農水産物及びその加工品を内外にPRするとともに、着地・体験
型観光を本市に根付かせることにより、新たな販路を創出し販売力を強化する必要がある。

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 環境経済部

課長　山野繁明

予算事業名 平成17年度

上位施策事業名

23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

□直接実施

20,792

20,798

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

県内及び首都圏からの観光客及び消費者を対象とする。

千円

24年度（予算）

30,580 千円

国県支出金の内容

千円

事
業
費

千円

千円

1,132

千円

1.0

25,468 千円

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

2.6 人人
件
費

7,6201.0

人

総事業費

かすみがうら市総合計画第４章第４節　観光の振興

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

関連事業
（同一目的事業等）

観光PR推進事業

20,792

　本市の基幹産業である農水産業は、千代田地区の観光果樹園と霞ヶ浦地区の水産業（1・2次産業）が
その中心であるが、昨今の価格低迷や担い手不足、さらには原発事故に伴う風評被害などで同様の悩
みを抱え、非常に厳しい状況下にある。

千円

千円

千円

人

■業務委託 又は ■指定管理　（委託先又は指定管理者：市農林水産物等消費拡大推進委員会（農水産品消費
拡大事業関係）・かすみがうら市活性化センター運営委員会（直売所土地賃借料関係））

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

国県支出金

千円

2.6 千円

臨時職員等

7,620

財源

内訳

5,112

地方債

8,752

人

千円

一般財源

8,752 23,322財源合計

23,322

その他特財の内容

千円

千円

23,322 千円

千円

千円

9,788

千円20,6642.6 人

・鹿島ｻｯｶｰｽﾀｼﾞｱﾑ（ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾀｳﾝﾃﾞｲｽﾞ）における農水産品PR活動　45,000円
・市農林水産物等消費拡大推進委員会委託料　300,000円
・直売所土地賃借料　590,808円　　・職員旅費　3,560円
・ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ運営事業委託料　5,112,000円（国緊急雇用対策事業：補助率10/10)
・ﾓﾆﾀｰﾂｱｰ事業委託料　3,737,037円（国緊急雇用対策事業：補助率10/10)

千円

千円 2,658千円

千円

千円

20,798 千円

20,269

529 千円

人

千円

人 20,269

人

千円

20,798

千円

千円

千円

千円

事業費内訳
（平成23年度分）

１．農水産品消費拡大事業
　　本市において、6次産業化の中心的な役割を担う市商工会・ＪＡ土浦・市観光協会・漁業
　協同組合・水産加工業協同組合で構成する市農林水産物等消費拡大委員会への事業委託に
　より以下の事業を実施している。
（１）新たな体験型観光ﾒﾆｭｰの開発・育成 （例）水産加工場見学・ｼﾞｬﾑ作り等加工体験
（２）市内外のｲﾍﾞﾝﾄへの参加促進
２．カシマサッカースタジアムにおける特産品のPR活動
　　　ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾀｳﾝﾃﾞｲｽﾞ・かすみがうらの日に合せて、ｶｼﾏｻｯｶｰｽﾀｼﾞｱﾑ内で特産品の果物や佃
　　煮などの水産加工品のPRを実施する。
３．かすみがうら市活性化センター生産物直売所の運営（市指定管理事業）
　　　都内ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟとの連携により、農水産物の販路拡大を支援する。また、ﾊﾞｽﾂｱｰの立ち
　　寄り先として活用することにより、販売力を強化する。

その他特財

2.6 人

人 20,664 2.6

事業番号１－２ 平成24年度 

ここから成果指標を導きます。



都市農村交流事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成17年度

事業番号１－２ 平成24年度 

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

45

3

回

日帰りバスツアーの受け入れ回数

Ｈ22年度

観光施設及び果樹観光来場者数は都市農村交流活動ＰＲに対する実績であると考え、また多く
の来場者数が計上されることは励みとなる。当市への来場者を増やすため特産品のＰＲを更に
強化して来場者数を伸ばしたい。

単位

3

　平成23年度は原発事故に起因する出荷調整や風評被害により、農水産物の販売力の低下が著
しく、中でも観光果樹園は震災前と比較して、来場者が6割以下に激減した。
　この対策として、都内を中心に復興支援・風評被害払拭ｲﾍﾞﾝﾄ等に事業者の積極的な参加を促
し、これまでに50回以上のＰＲを実施した。

　今後も都市と農村の交流事業と農水産物消費拡大事業との有機的な連携により、販売力の底
上げを図るとともに、将来的には体験型観光として産業化を目指す必要がある。ただし、主役
となり得る地域の事業者は、都市住民を中心とする来訪者を受け入れることに対しては概ね前
向きであるが、定期的な受け入れが困難であったり、既存の産業（1・2次産業）の片手間と考
える向きもあり、なお行政の支援が必要と考えられる。

8

215

観光施設及び果樹観光来場者数 人

市外ｲﾍﾞﾝﾄへの参加回数

142,490 227,664

5

Ｈ21年度Ｈ23年度

5

【成果指標名】 Ｈ23年度

207,081

Ｈ21年度

91113

Ｈ22年度

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

事
業
実
績

【活動指標名】

入込観光客数

活動実績

円

回

／総事業費

単位

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

成果目標
（指標設定理由等）

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。



（ ）

（ ）

（ ）

その他

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 300 千円 収支差 0 千円

その他 千円

総計 300 千円

その他 千円

千円

委託料・指定管理料 300 千円 千円

補助金 千円

千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 300 千円 人件費

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 300 千円

県からの財政支出金

都市農村交流事業

農水産販売促進

販促用備品・消耗品等

役務費

千円

千円

20

千円

千円

千円

千円

総計

％

非常勤

2

うち
（出向／OB） 監事

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金 80

100

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）

2市出資金

常勤

役員

支出収入

千円

その他

その他

出資比率

千円

千円

資本金

委託料・指定管理料

総計

かすみがうら市農林水産物等消費拡大推進委員会

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

　当該事業については、市の農水産物及びその加工品等のＰＲ、商品開発、組織づくり、販路の確立等、多岐にわたる内容
をカバーするとともに、各種イベントへの参加など随時に発生する事業にも弾力的に対応するものです。
　したがって、事業の遂行にあたっては、各業務に精通した関係機関によって構成されている上記団体以外に適切に対処
する同等の団体が存在しないものです。

当該事業の
団体における
収支状況

300 千円

千円

300

補助金 千円

千円 300

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 農水産品消費拡大事業 事業開始年度 平成18年度

国からの財政支出金

団体名

千円 100

財務諸表URL

特記事項

千円

千円

団体概要

役
職
員

（単位：人）

■組織構成について
　次の関係機関及び団体の代表をもって組織する。
　（1） 土浦農業協同組合　（2） かすみがうら市商工会　（3） 霞ヶ浦漁業協同組合かすみがうら市支部　（4） 霞ヶ浦北浦
　　水産加工業協同組合かすみがうら市支部　（5） かすみがうら市観光協会　（6） かすみがうら市環境経済部長

■活動内容について
　（1） 農林水産物等の消費拡大及び紹介　（2） 新農林水産物等の開発及び調査研究　（3） 販路の調整及び確立
　（4） その他目的達成のために必要な事業

300 千円

千円

平成23事業番号１－２ 平成24年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
 
 

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
 



（ ）

（ ）

（ ）

千円

千円

財務諸表URL

特記事項

千円

団体概要

役
職
員

（単位：人）

■団体の概要
　　  平成１２年に開設された本直売所では、開設当初から施設の管理運営を担うことを目的として、地元農家を中心とする
　 運営委員会が設置され、平成20年からは市指定管理者として運営にあたっている。
　　・役員　　委員長（1）・副委員長（2）・理事・監事（2）・会計（2）
　　・会員　　約100名
■活動内容について
　（1）活性化センター生産物直売所の運営に関すること
　（２）その他、市の産業の活性化に関する調査研究

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 直売所土地賃借料 事業開始年度 平成12年度

国からの財政支出金

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

平成12年に公設された直売所の借地料であり、市が地権者に支払うものである。

当該事業の
団体における
収支状況

千円

千円

補助金 千円

千円

千円

資本金

委託料・指定管理料

総計

かすみがうら市活性化センター運営委員会

千円

千円

支出収入

千円

その他

千円

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）

6

常勤

役員 2

うち
（出向／OB） 監事

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

市出資金

その他

出資比率

総計

％

非常勤

千円

千円

千円

千円

千円

千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 2967 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 3278 千円

委託料・指定管理料 千円 1142 千円

補助金 千円 総計 7387 千円

その他 千円

その他 加入金・年会費・利用料等 10950 千円

その他 市への納付金

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 10950 千円 収支差 3563 千円

平成23事業番号１－２ 平成24年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
 
 

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
 


